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は
収
ま
る
）、
暴
力
以
外

の
し
つ
け
の
方
法
を
知
ら

な
い
、
子
ど
も
に
な
め
ら

れ
た
く
な
い
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
子
ど

も
の
心
に
痛
い
、
怖
い
な

ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た

り
、
同
じ
暴
力
に
慣
れ
て

問
題
行
動
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
危
険
性
を
伴
っ
た

り
し
ま
す

▽
し
つ
け
と
は「
親
の
愛
情
」

を
伝
え
る
方
法
で
す
。
親

が
子
ど
も
に
施
す
適
切
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
教
育
な

ど
が
あ
り
ま
す

　
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
深
刻
な
子
ど
も

の
権
利
侵
害
で
あ
る
児
童
虐
待
。
相
談
対
応
件
数
は
、依
然
と
し
て
増
加
し
て
い
て
、

特
に
、
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
児
童

虐
待
問
題
は
、
市
民
、
地
域
、
関
係
団
体
、
行
政
な
ど
、
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

　
そ
の
発
生
予
防
、
早
期
発
見
・
対
応
の
た
め
に
、
地
域
で
暮
ら
す
一
人
一
人
が
児

童
虐
待
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
〜

差
し
伸
べ
た

そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱

■
問
い
合
わ
せ
先
　
子
ど
も
家
庭
課
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
36
）
１
３
０
２

　
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、

「
児
童
虐
待
」
を
次
の
よ
う

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

❶
身
体
的
虐
待
＝
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、首
を
絞
め
る
、

殴
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺

さ
ぶ
る
、
異
物
を
飲
ま
せ

る
、
溺
れ
さ
せ
る
、
戸
外

に
閉
め
出
す
な
ど

❷
性
的
虐
待
＝
性
的
行
為
の

強
要
、
性
器
や
性
交
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
（
＊
１
）

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

（
＊
１
）
ポ
ル
ノ
と
は
、
性

的
な
目
的
の
た
め
の
性
行

為
・
性
器
な
ど
の
表
現

❸
ネ
グ
レ
ク
ト
＝
家
に
閉
じ

込
め
る
、
家
や
車
の
中
に

放
置
す
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
医
療
を
受
け
さ
せ
な

い
な
ど

❹
心
理
的
虐
待
＝
言
葉
で
の

脅
か
し
、
子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
言
動
、

兄
弟
・
姉
妹
間
の
差
別
的

扱
い
、
子
ど
も
の
面
前
で

家
族
に
暴
力
を
ふ
る
う
な

ど
▽
身
体
的
虐
待
の
ほ
と
ん
ど

が
、
子
ど
も
を
し
つ
け
よ

う
と
し
て
起
こ
り
ま
す
。

し
か
し
、
暴
力
に
頼
っ
た

し
つ
け
は
癖
に
な
り
、
子

ど
も
も
慣
れ
て
し
ま
う
た

め
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性

が
高
く
、
暴
力
で
子
ど
も

の
行
動
を
変
え
る
の
は
不

可
能
に
近
い
と
い
え
ま

す
。
む
し
ろ
、
し
つ
け
の

失
敗
体
験
の
積
み
重
ね
か

ら
、
親
と
し
て
の
自
信
を

失
い
、
子
ど
も
と
の
関
係

を
悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す

▽
暴
力
的
な
し
つ
け
を
す
る

理
由
と
し
て
、
す
ぐ
効

く
（
と
り
あ
え
ず
そ
の
場

　
怒
り
は
、
誰
に
で
も
あ
る

自
然
な
感
情
で
す
。
自
分
の

怒
り
に
気
付
い
た
と
き
、
後

悔
す
る
前
に
、
次
の
落
ち
着

く
ヒ
ン
ト
を
実
行
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
落
ち
着
く
ヒ
ン
ト

▽
自
分
が
ど
ん
な
と
き
に
怒

る
か
、
ま
た
怒
る
寸
前
の

サ
イ
ン
は
何
か
を
知
る

▽
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、

５
秒
待
つ
、深
呼
吸
す
る
、

数
を
数
え
る
、
独
り
言
を

言
う
、
水
を
飲
む
、
そ
の

場
を
離
れ
る

▽
子
ど
も
と
張
り
合
わ
な
い

　
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
人

は
、
児
童
相
談
所
や
市
役
所

に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
通
告
は
国
民
の
義
務

と
し
て
法
律
（
児
童
虐
待
の

防
止
に
関
す
る
法
律
第
６

条
）に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
か
ど
う
か
判
断
が
つ

か
な
い
場
合
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
人
が

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

●
通
告
先

①
宗
像
児
童
相
談
所

　
☎
（
37
）
３
２
５
５

　
FAX
（
37
）
３
２
９
９

②
児
童
相
談
所
全
国
共
通
電

話
　
☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）

０
０
０

③
市
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
36
）
１
３
０
２

　
FAX
（
37
）
３
０
４
６

＊
①
②
は
、
年
中
無
休
、
24

時
間
対
応

＊
③
は
、
月
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

【
市
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
】

　
市
で
は
、
児
童
虐
待
の
発

生
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期

対
応
と
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
に

「
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
福
祉
、
教
育
、
保
健
、

医
療
、
警
察
な
ど
の
各
関
係

機
関
や
地
域
が
緊
密
な
連
携

と
相
互
協
力
を
実
施
し
、
虐

待
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
市
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
】

　
市
で
は
、
専
門
の
相
談
員

が
子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
相

談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

適
切
な
支
援
を
実
施
す
る
た

め
、
市
役
所
内
に
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
し
つ
け
や

子
育
て
、
家
族
関
係
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
虐
待
な
ど
で

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
や
保

護
者
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

▽
児
童
家
庭
相
談

　
☎
（
36
）
１
３
０
２

　
FAX
（
37
）
３
０
４
６

▽
子
ど
も
の
権
利
相
談

　
☎
（
36
）
９
０
９
４

　

０
１
２
０
（
９
６
８
）

４
８
７
（
子
ど
も
専
用
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
市
で
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
と
共
催
で
同

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
23
日
（
土
・

祝
）

▽
開
場
＝
午
後
０
時
30
分

▽
実
施
＝
同
１
時
～
同
５
時

●
場
所
　
市
役
所
北
館
１

階
・
１
０
３
会
議
室

●
内
容

【
第
１
部
】

●
時
間
　
午
後
１
時
～
同
３

時
●
演
題
　「
支
援
者
の
た
め

の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ

ン
テ
ィ
ン
グ
講
座
」

　
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン

テ
ィ
ン
グ
と
は
、
ア
メ
リ
カ

の
児
童
福
祉
施
設
で
開
発
さ

れ
た
も
の
を
、
日
本
人
向
け

に
作
り
変
え
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
行
動
療
法
の
理
論
背
景

を
基
に
、
子
ど
も
の
問
題
行

動
を
減
ら
し
、
子
ど
も
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

法
や
、
効
果
的
な
し
つ
け
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
習
で
き
ま

す
。

●
講
師
　
多
田
薫
さ
ん
（
県

福
岡
児
童
相
談
所
判
定
課

長
）

子どもの虐待を防止す
るというメッセージが
込められています

【オレンジリボン】

＊平成24年度・市の児童虐待相談
対応の傾向（件数61件、延件数
654件）

【児童虐待年齢別対応件数】

●
対
象
　
児
童
福
祉
・
教
育

関
係
者

【
第
２
部
】

●
時
間
　
午
後
３
時
30
分
～

同
５
時

●
特
別
講
演
「
ビ
ッ
グ
マ

ミ
ー
の
子
育
て
奮
闘
記
」

●
講
師
　
岸
信
子
さ
ん
（
熊

本
県
）

●
講
師
紹
介

　
　
７
男
３
女
12
人
の
大
家

族
の
母
親
。
子
ど
も
た
ち

と
の
に
ぎ
や
か
な
日
々

は
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ

れ
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
日
常
を

描
い
た
エ
ッ
セ
イ
や
童
話

の
執
筆
で
数
々
の
賞
を
受

賞
●
対
象
　
児
童
福
祉
・
教
育

関
係
者
、子
育
て
中
の
人
、

子
ど
も
家
庭
に
関
心
の
あ

る
人
な
ど

【
共
通
事
項
】

●
参
加
料
　
無
料

●
申
込
締
切
日
　
11
月
15
日

（
金
）

■
申
込
先

　
子
ど
も
家
庭
課
子
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー

☎
（
36
）
１
３
０
２

　市と連携協定を結んでいるトヨ
タ自動車九州株式会社（トヨタ自動
車九州）が、地域貢献活動の一環と
して、９月26日、宗像産の食材を
使用した昼食を従業員食堂で提供
する「宗像フェア」を開催しました。
　食材は、地域協議会の宗像よし
たけ創造の会や正助ふるさと村の
協力で、すすき牧場のむなかた牛、むなかた吉武こころ会の野
菜と漬物を使用し、「牛丼セット」を提供しました。トヨタ自
動車九州の従業員のみなさんにはとても好評で、用意していた
900食は瞬く間に完売しました。
　この取り組みをきっかけに、今後、定期的に宗像産の食材を
提供し、加工特産品提供も視野に入れて「地産地消デー」を設
けることを検討しています。
●正助ふるさと村・三浦哲久（のりひさ）さんのコメント
　宗像地産の食材を多くの従業員の人に食べてもらって、大変
嬉しく思います。正助ふるさと村では、野菜に加え、米や果物
などを栽培していますが、地元の宗像よしたけ創造の会やむな

かた吉武こころ会、すすき牧場などのみな
さんの協力に感謝します。
　今後は、弊社テーマの一つ「山と海をむ
すぶ」を意識し、海産物も視野に入れ、市
とトヨタ自動車九州が検討している定期的
な地産地消の取り組みにも、ぜひ協力して
いきたいと思っています。

■問い合わせ先　経営企画課　☎（36）１１９２

正助ふるさと村
統括部長の三浦さん

宗像の魅力たっぷりの
牛丼セット

トヨタ自動車九州との連帯事業

宗像フェア

身体的虐待

54.1％
心理的虐待

34.4％

0～3歳
未満
18.0％

保護の怠慢・拒否（ネグレクト）9.8％

性的虐待 1.7％

高校生・その他 9.8％

中学生

19.7％

小学生

27.9％

3歳～就学前
児童
24.6％

【児童虐待相談種類別対応件数】
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